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平成20年度千代田区帰宅困難者避難訓練

学生ボランティアに関する訓練プランⅠ
前略

　掲題の件につきまして、昨年度の訓練結果を踏まえ、下記の通りご提案させていただきます。

　各プランについては今後のワーキンググループ等でご検討いただきたく存じます。

草々

記

１　日時　　平成20年1月16日（金）　午前9時～正午頃まで

２　会場　　聖イグナチオ協会、上智大学真田堀グラウンド　ほか

３　想定　　東京湾北部地震 M7.3　平成20年1月16日　午後6時、風速6ｍ

	発災後時間
	訓練時刻
	実時刻
	イベント

	０時間後
	１８００
	１８００
	(訓)(実)想定地震発生、区災対本部設置

	３時間後
	＊＊＊
	２１００
	(訓)該当なし　(実)救助、火災・死傷者・滞留者対応等

	６時間後
	＊＊＊
	２４００
	(訓)該当なし　(実)救助、応急処置、延焼防止等

	１２時間後
	＊＊＊
	０６００
	(訓)該当なし　(実)被害情報収集等

	１５時間後
	０８３０
	０８３０
	(訓)(実)帰宅困難者支援本部、社協VC、大学VC開設

	１８時間後
	１２００
	１２００
	(訓)区長講評　(実)＊＊＊

	
	
	
	


(訓)＝訓練　(実)＝実際
４　概要
【主たる目的】
協定締結大学の教職員
及びちよだボランティアセンター(VC)、ボランティア団体が協力し、発災時における被害状況確認や、駅前滞留者等を支援する仮眠･休憩スペースの設置運営等、学生ボランティアに係る実戦的訓練を実施し、もって関係機関の連携強化に寄与することを目的とする。
【訓練草案のポイント】
◆訓練想定時刻における初動は被害状況の把握である。
　訓練時間は、夜間を挟み発災から12時間以上経過後を想定している。学生の個別的な安否確認について想定時刻では困難であるため、死傷者や学内での被害状況を把握することが優先される
。いち早く応急手当が必要な教職員、学生がいる可能性もあり、この対応を踏まえた訓練項目を作成する。
◆帰宅困難者の支援には仮眠･休憩場所の設置運営が必要である。
発災から訓練想定時刻までの間、帰宅困難者は企業･大学･避難所等に滞留することになるが、全てを受け入れることは困難である。一部の帰宅困難者はグラウンド等のスペースに集まると考えられるが、対応については検討されていない。帰宅困難者支援場所には、帰宅困難者が仮眠・休憩を取ることのできるスペースが必要である。

　このための訓練項目を、関係メーカーと協力し作成する。
◆情報収集・伝令についての継続的な検証が必要である。
区から社協に対する要請から始まり、一連の情報収集･伝令について、昨年度の教訓を基に、より実戦的な訓練項目を作成する。
　◆区・大学と災害ボランティアセンターの連携強化を検証する。
ちよだVCが設置する災害VCと、大学が設置するVC、学生ボランティアとの連携について、昨年度の教訓を基により実戦的な訓練項目を作成する。
【昨年度の教訓】
· 大学についてもう少し積極的な関わりを設定しても良かったのではないか。　

（反映）⇒　協定締結大学教職員が協力して実施する訓練項目（例：学内や学生の被害状況確認等）を取り入れる。等
· 災害VCと大学VC間での情報交換、連携がうまくいかなかった。

（反映）⇒　災害VCと大学VC間で情報共有（学生ボランティアの派遣・受入等）についての訓練項目を取り入れる。等
· 地域の避難所を想定した情報収集伝令訓練では、先方との調整がうまくいかず、また無線機が通じないなどの状況から、十分な訓練効果を上げることができなかった。

（反映）⇒　情報収集伝令を外部の避難所に依頼せず、上智大学内もしくは各訓練会場等の情報に絞る。災害用伝言ダイヤルや携帯メールを活用した情報収集伝令訓練を検討する。消防署ほか、防災行政無線が通じるポイントを活用する。高い建物を利用する。等
· 地図や弁当の誤配など、区との連携が不十分だった。
（反映）⇒　区との連携を密にし訓練項目に反映させる。等
· 学生ボランティアの安全管理が不十分だった（装備や手際）。

（反映）⇒　前日の事前訓練実施を検討する。装備について事前に資料配布等で説

明する。
５　詳細

「学生ボランティア対応訓練（仮称）」
条件：天候　晴天

　　　参加　学生３０名、大学教職員１０名、社協５名、区１名、SL５０名、当会事務局５名

訓練の流れ：
1） 千代田区災害対策本部設置、協定に基づき社協に災害VC設置を要請。協定締結大学には施設開放と学生ボランティア対応を要請。

2） 聖イグナチオ教会前に災害VCが設置される。
3） 上智大学は真田堀グラウンドを帰宅困難者支援場所として開放、併せて学生及び教職員は、被害状況の把握にあたる。
　　　　　　４）災害VCに企業･住民有志が（役＝SL）到着。駅前滞留者への対応に必要な人材をｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄし、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ後に派遣する。
　　　　　　５）上智大学では学内外での活動に対応するため、学生ボランティア受付を学生センターが窓口となって大学VC業務を開始、学生ボランティアに指示を出す。
　　　　　　　　　学内対応班：真田堀グラウンドで活動

　　　　　　　　　学外対応班：災害VCへ移動
　　　　　　６）災害VCでは企業･住民ボランティア（SL）や駆けつけた学生ボランティアをｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄし、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ後、訓練会場に派遣・報告を受ける

　　　　　　７）大学VCは真田堀グラウンドで学生ボランティアと教職員が協力して、帰宅困難者支援活動を行う。
　　　　　　８）正午前、災害VCに大学VCでの活動も含む情報が集積され、千代田区に対し報告が行われる。
　　　　　　９）各機関で報告会が実施され、終了。
訓練内容：※　＊）はそれぞれ訓練想定に対応する

1） 区・社協・大学情報伝令訓練（発災直後の情報伝達）

対象＝区職員、社協職員、大学職員

2） 災害VC設置訓練（資器材セッティング、担当振り分け、業務確認）

　　対象＝社協職員、SL

3） 被害状況確認訓練（教職員や学生の受付等）

対象＝上智大学（協定締結大学）教職員、学生、SL


4） 駅前滞留者対応訓練
＋避難誘導安全管理＋災害VC運営訓練（Voｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ）

対象＝社協職員、SL、学生、JR/メトロ職員ほか

5） 学生ボランティア受付～派遣訓練（受付、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ、派遣）
対象＝上智大学（協定締結大学）教職員、学生

6） 実地活動訓練+災害VC運営訓練（各訓練会場へのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ派遣）
対象＝社協職員、学生、SL

7） 帰宅困難者仮眠･休憩場所設置運営訓練、応急手当訓練
（テント設営、温かい飲み物提供、応急手当・搬送等）

対象＝上智大学（協定締結大学）教職員、学生、SL、各メーカー

8） 情報収集訓練
（活動、被害状況の取りまとめ）

対象＝社協職員、上智大学（協定締結大学）教職員、学生、SL


9） 報告訓練＋避難誘導安全管理の報告受理
（昼食、意見交換ほか）

対象＝全員
６　タイムテーブル
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以上

� 協定締結大学では可能な限り同じ対応（安否確認⇒情報収集⇒要請受理⇒派遣等）がとられるのが理想的で、各大学からの教職員が統一した訓練項目を実施することが効果的と思われる。


� 発災想定時刻には既に暗くなっており、被害状況の把握は困難である。夜が明けた早朝から具体的な情報収集が行われる。


� どこに滞留していようと早朝から歩き出せる人ばかりとは限らない。帰宅困難者支援場所内で休憩できるスペースが求められる。大学内は学生が主として使用すると考える。


� 駅前滞留者はそのまま徒歩帰宅ルートへ移動するため、SLによる安全管理が必要になる。この時点でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに対してｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝとｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ業務が求められる。


� 支援場所設置に協賛してもらえるメーカーと調整する。


� 活動状況を災害VCに集め、活動内容を区長に報告する。


� VCを通して派遣したが、避難誘導を行ったSLに対して最終的なフォローが無かった。





